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Ｃ 現状維持 伊賀市全域からの参加者、来場者が増えるように、参加者募集、開催案内の周知方法を見直す。また、使用料負担額の少ない会場を
設定する。
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事業費計(A)

人件費（Ｂ）

余暇時間の増大・長寿化などを背景に、芸術文化活動に関心が高まり、活動する人が増加している。これらの人のために、日頃の芸術
文化活動の発表の場を作ることで、市民が心豊かに生活し、活気と個性あふれる社会が形成される。 また、将来に亘って、伊賀市の文
化を継承し、発展させるため、幅広く市民に芸術文化に触れる機会を提供することが重要である。

芸術文化活動に取り組む人の日頃の活動内容を発表する機会を設けることで、活動内容がより一層向上する。また、芸
術文化作品を鑑賞することにより、今後新たに文化活動を取り組む人が増加し、市民の文化意識の向上が期待できる。

文化祭事業はほぼ計画通りに達成できた。なお、文化賞及び文化奨励賞表彰については、文化芸術分野において、功
労が顕著なもの及び将来の活躍が期待されるものに対し表彰するため、１９年度に「文化賞表彰選考委員謝礼」として予
算を新設したが、合併してからの期間が浅く時期尚早であることから、将来において表彰を検討することとした。

類似する事務事業があるが、それぞれの地域に根ざした芸術文化活動が取り組まれている。
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活動の成果を発表される場が提供され、参加者（団体）相互の文
化意識を高め、それぞれの活動内容がより充実する。
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２次評価対象分

行革大綱の重点事項番号

事業種別 継続 単独 事業類型
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2007伊賀市民文化祭実行委員会に事業を委託した。
市内の文化団体代表者らで実行委員会を組織し、事業計画、
運営を行った。
市内全域から参加者を募集した。
文化活動の発表として、市内ホール・展示会場で舞台公演お
よび作品展示を行った。

行財政改革大綱による委託料の削減に従い、委託料を
減額した。

4
年間運営費

Ⅰ

対象等（何を、誰を）

芸術文化活動に取り組む人及び団体

（※対象件数

根拠法令・要綱等

千円
市内の類似施設

2

総事業費 千円

配置（予定）人員 人

平成１９年度 決算内容

　

3

建設用地

建設面積（延床面積）

規模・構造

1

関連事業
年度

　委託先

年度

2,140

　
委託料 2,140

1,440

委託料
会場借上料

2,140

　 　

目標

実績

目標

実績 13

委託料

2,240

3,680 3,680

2,2402,240

3,680

平成２０年度 計画内容

2,240 2,240

事      業      費
国庫支出金
県 支 出 金
地   方   債
受益者負担

2,2402,250

そ   の   他
一 般 財 源

計

コード

名称
担当部課

040200

企画振興部文化国際課

終了年度 平成

評価者
氏　名

森本　勝美 連絡先
22

(内線)

実績

H18 H19 H20

実績値
単位指標設定の考え方

発表の場を設けることで活動内容が一層向
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